
平成２３年度採択プログラム　中間評価調書

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [公表]

） ） ）

） ） ）

６．
授与する博士
学位分野・名称

博士（理学）、博士（工学）、博士（農学）
学位記に本プログラムの名称を付記する。

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

類型

氏名・職名

（機関名：名古屋大学　類型：複合領域型（環境）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グリーン自然科学国際教育研究プログラム）

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

自然科学研究機構 分子科学研究所、自然科学研究機構 基礎生物学研究所

９． 専攻等名
理学研究科 物質理学専攻/生命理学専攻
工学研究科　化学・生物工学専攻/物質制御工学専攻/結晶材料工学専攻
生命農学研究科　生物機構・機能科学専攻/応用分子生命科学専攻/生命技術科学専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

８． 主要細目

７． 主要分科

（①

（① 複合化学 （②

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

Ｂ ＜複合領域型（環境）＞

あわが　くにお

コーディネーター

４．

３．

阿波賀 邦夫　（名古屋大学物質科学国際研究センター教授）

氏名・職名

２． プログラム責任者    　（ふりがな） やまもと　いちろう

山本　一良　（名古屋大学理事(教育・情報関係担当）・副総長）

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者

濵口　道成　（名古屋大学総長）

   　（ふりがな） はまぐち　みちなり

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるも
のの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

機関名 名古屋大学 整理番号 B03

プログラム名称 グリーン自然科学国際教育研究プログラム

農学

Integrative Graduate Education and Research Program in Green Natural Sciences

理工農分野協力と大学・研究所連携による新しい学位プログラム

基礎化学、材料化学、基礎生物学、農芸化学、物理学

生物科学 （③

（②

物理化学、有機化学、無機化学、分析化学、合成化学、高分子化学、機能物質化学、環境関連化学、生体関連化学、機能材
料・デバイス、有機工業材料、無機工業材料、高分子・繊維材料、環境技術・環境材料、分子生物学、植物分子生物・生理学、
細胞生物学、動物生理・行動、発生生物学、構造生物化学、遺伝・ゲノム動態、育種学、植物病理学、応用生物化学、生物生産
化学・生物有機化学、食品科学、応用動物科学、物性Ⅰ、物性Ⅱ、生物物理・化学物理

（③

１１．

※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入



[公表]

プログラム担当者の構成

人

人

[ % ]

木下　俊則 ｷﾉｼﾀ ﾄｼﾉﾘ トランスフォーマティブ生命分子研究所・教授
植物分子生理学・

理学博士
教育：ﾊﾞｲｵﾏｽ、研究：光合成ｼｽﾃﾑ

東山　哲也 ﾋｶﾞｼﾔﾏ ﾃﾂﾔ トランスフォーマティブ生命分子研究所・教授
ライブセル生物

学・
理学博士

教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：ﾊﾞｲｵｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ

6.1%1 3人 人[ [

人 プログラム実施大学以外に属する者 4

そのうち、他大学等を経験したことのある者 28 人 そのうち、大学等以外に属する者 4

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 91.8 %]

プログラム実施大学に属する者 45

１４． 計 49 名

外国人の人数 ] 女性の人数 ]2.0%

91.8※他の大学等と連携した取組（共同実施を含む）の場合：基幹大学に所属するプログラム担当者の割合

プログラム担当者

現在の専門
学位

所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

１５．

（プログラムコーディネーター）

名古屋大学・大学院教育の実施・改革、
他機関・学部・研究科間の調整

原子力学・核融合学・

反応工学・工学博士
大学本部　理事（教育・情報関係担当）・副総
長　（兼）工学研究科・教授

ﾔﾏﾓﾄ ｲﾁﾛｳ山本　一良

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２５年度における役割)

ｱﾜｶﾞ ｸﾆｵ阿波賀　邦夫

運営：理学研究科物質理学専攻（化学系）教務委員
教育：ｸﾞﾘｰﾝ物質変換 研究：有機/ﾅﾉ導体

有機材料化学・工
学博士

全体の統括、教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ
研究：光ﾊｰﾍﾞｽﾄ/次世代電池

物性化学・理
学博士

物質科学国際研究センター・教授

トランスフォーマティブ生命分子研究所・教授

ｼﾉﾊﾗ ﾋｻﾉﾘ篠原　久典

ｲﾀﾐ ｹﾝｲﾁﾛｳ伊丹　健一郎

ﾔﾏｸﾞﾁ ｼｹﾞﾋﾛ山口　茂弘

教育：ｸﾞﾘｰﾝ物質変換、研究：ｸﾞﾘｰﾝ物質
開拓/分子触媒

有機化学・合成化
学・

工学博士
トランスフォーマティブ生命分子研究所・教授

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：有機/ﾅﾉ導体
ナノ物質科学・理

学博士
理学研究科・物質理学専攻（化学系）・教授

ｲﾚ ｽﾃﾌｧﾝ IRLE, Stephan 

教育：ｸﾞﾘｰﾝ物質変換、研究：ｸﾞﾘｰﾝ物質開拓/分子触媒
有機合成化

学・農学博士

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：光・電流変換
/ｴﾈﾙｷﾞｰ移動

量子化学・
Ph.D

トランスフォーマティブ生命分子研究所・教授

創薬科学研究科基盤創薬学専攻・教授

ﾀﾅｶ ｹﾝﾀﾛｳ田中　健太郎

ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾖｼﾋﾄ渡辺　芳人

ｷﾀﾑﾗ ﾏｻﾄ北村　雅人

教育：ｸﾞﾘｰﾝ物質変換、研究：ｹﾑﾊﾞｲｵ/ﾅﾉ
ﾊﾞｲｵ

生物無機化学・生
体機能関連化学・

理学博士
物質科学国際研究センター・教授

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：ﾓﾃﾞﾙ物質合成
金属錯体化学・

分子組織化学・工
学博士

理学研究科・物質理学専攻（化学系）・教授

ﾋｼｶﾜ ｱｷﾖｼ菱川　明栄

教育：ｸﾞﾘｰﾝ物質変換、研究：ﾓﾃﾞﾙ物質
合成

無機化学・工
学博士

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：光ﾊｰﾍﾞｽﾄ/次
世代電池

光物理化学・工学
博士

理学研究科・物質理学専攻（化学系）・教授

物質科学国際研究センター・特任教授

ﾃﾗｻｷ ｲﾁﾛｳ寺崎　一郎

ﾉｸﾞﾁ ﾀｸﾐ野口　巧

ﾀﾂﾐ ｶｽﾞﾕｷ巽　和行

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：人工光合成
生体分子分光学・

理学博士
理学研究科・物質理学専攻（物理系）・教授

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：光ﾊｰﾍﾞｽﾄ/次
世代電池

物性物理学・
工学博士

理学研究科・物質理学専攻（物理系）・教授

高分子材料科学・
工学博士

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：光・電流変換
/ｴﾈﾙｷﾞｰ移動

生物物理学・理学
博士

理学研究科・物質理学専攻（物理系）・准教授

工学研究科・化学・生物工学専攻・教授

八島　栄次

ﾊﾞﾊﾞ ﾖｼﾉﾌﾞ馬場　嘉信

ﾏﾂｼﾀ ﾕｳｼｭｳ松下　裕秀

ﾔﾏﾄ ﾀｶﾋｻ倭　剛久

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：ｸﾞﾘｰﾝ物質開
拓/分子触媒

高分子化学・
工学博士

工学研究科・物質制御工学専攻・教授ﾔｼﾏ ｴｲｼﾞ

ｲｼﾊﾗ ｶｽﾞｱｷ石原　一彰

ｵｵｲ ﾀｶｼ大井　貴史

有機合成化
学・工学博士

有機合成化
学・工学博士

トランスフォーマティブ生命分子研究所・教授

工学研究科・化学・生物工学専攻・教授

ﾎﾘ ｶﾂﾄｼ堀　克敏

運営：工学研究科の専攻を代表する教務委員、
教育：ｸﾞﾘｰﾝ物質変換、研究：ｸﾞﾘｰﾝ物質開拓/分子触媒

高分子化学・
工学博士

教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：ｹﾑﾊﾞｲｵ/ﾅﾉﾊﾞｲｵ
環境生物工学・生

体
高分子化学・工学

工学研究科・化学・生物工学専攻・教授

工学研究科・化学・生物工学専攻・教授ｶﾐｶﾞｲﾄ ﾏｻﾐ上垣外　正己

大槻　主税 教育：ﾅﾉ･ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：ｹﾑﾊﾞｲｵ/ﾅﾉﾊﾞｲｵ
固体化学・生体材

料学・
理学博士

ｵｵﾂｷ ﾁｶﾗ 工学研究科・結晶材料工学専攻・教授

運営：工学研究科の専攻を代表する教務委員、
教育：ｸﾞﾘｰﾝ物質変換（ﾘｰﾀﾞｰ）、研究：ｸﾞﾘｰﾝ物質開拓
/分子触媒

教育：ｸﾞﾘｰﾝ物質変換、
研究：ｸﾞﾘｰﾝ物質開拓/分子触媒

教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：ｹﾑﾊﾞｲｵ/ﾅﾉﾊﾞｲｵ
ナノ・マイクロ科

学・
理学博士

工学研究科・化学・生物工学専攻・教授

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：光・電流変換
/ｴﾈﾙｷﾞｰ移動

ﾏﾂﾓﾄ ｸﾆﾋﾛ松本　邦弘

ｺﾞｼﾏ ｺﾞｳﾀ

運営：副ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ
研究：遺伝子/環境応答多様性

分子遺伝学・
工学博士

理学研究科・生命理学専攻・教授

（機関名：名古屋大学　類型：複合領域型（環境）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グリーン自然科学国際教育研究プログラム）

教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：ﾊﾞｲｵｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ
細胞生物学・

理学博士
理学研究科・生命理学専攻・教授五島　剛太

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：光・電流変換
/ｴﾈﾙｷﾞｰ移動鳥本　司 ﾄﾘﾓﾄ ﾂｶｻ 工学研究科・結晶材料工学専攻・教授

電気化学・工
学博士
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１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２５年度における役割)

森　郁恵 ﾓﾘ ｲｸｴ 理学研究科・生命理学専攻・教授
分子神経生物学・

Ph.D

教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：遺伝子/環境応
答多様性

上川内　あづさ ｶﾐｺｳﾁ ｱﾂﾞｻ 理学研究科・生命理学専攻・教授
神経生物学・

薬学博士

運営：理学研究科生命理学専攻教務委員、
教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ（ﾘｰﾀﾞｰ）、研究：遺伝子/環境応答多
様性

本間　道夫 ﾎﾝﾏ ﾐﾁｵ 理学研究科・生命理学専攻・教授
生物物理生化学・

理学博士
運営：理学研究科生命理学専攻教務委員、
教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：ﾊﾞｲｵｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ

小田　洋一 ｵﾀﾞ ﾖｳｲﾁ 理学研究科・生命理学専攻・教授
神経生理学・

工学博士
教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：ﾊﾞｲｵｲﾒｰｼﾞﾝｸ

近藤　孝男 ｺﾝﾄﾞｳ ﾀｶｵ 理学研究科・生命理学専攻・特任教授
時間生物学・

理学博士
教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：ｹﾑﾊﾞｲｵ/ﾅﾉﾊﾞｲｵ

前島　正義 ﾏｴｼﾏ ﾏｻﾖｼ
生命農学研究科・生物機構・機能科学専攻・教
授

植物生化学・農学
博士

教育：ﾊﾞｲｵﾏｽ、研究：ｹﾑﾊﾞｲｵ/ﾅﾉﾊﾞｲｵ

藤田　祐一 ﾌｼﾞﾀ ﾕｳｲﾁ
生命農学研究科・生物機構・機能科学専攻・准
教授

植物生化学・
理学博士

教育：ﾊﾞｲｵﾏｽ、研究：光合成ｼｽﾃﾑ

中園　幹生 ﾅｶｿﾞﾉ ﾐｷｵ
生命農学研究科・生物機構・機能科学専攻・教
授

植物分子遺伝学・
植物

分子生理学・農学

運営：生命農学研究科の専攻を代表する教務委員、
教育：ﾊﾞｲｵﾏｽ（ﾘｰﾀﾞｰ）、研究：ﾊﾞｲｵﾏｽ/ｲﾈ研究

吉村　崇 ﾖｼﾑﾗ ﾀｶｼ トランスフォーマティブ生命分子研究所・教授
動物分子生理学・

農学博士
教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：食料/創薬

小鹿　一 ｵｼﾞｶ ﾏｺﾄ 生命農学研究科・応用分子生命科学専攻・教授
天然物有機化学・

理学博士
教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：食料/創薬

西川　俊夫 ﾆｼｶﾜ ﾄｼｵ 生命農学研究科・応用分子生命科学専攻・教授
有機合成化学・生

物
有機化学・農学博

教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：食料/創薬

北島　健 ｷﾀｼﾞﾏ ｹﾝ 生命農学研究科・生命技術科学専攻・教授
糖鎖生物学・理学

博士
運営：生命農学研究科の専攻を代表する教務委員、
教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：食料/創薬

生源寺　眞一 ｼｮｳｹﾞﾝｼﾞ ｼﾝｲﾁ 生命農学研究科・生命技術科学専攻・教授
農業経済学・農学

博士
教育：ﾊﾞｲｵﾏｽ、研究：食料/創薬

芦苅　基行 ｱｼｶﾘ ﾓﾄﾕｷ 生命農学研究科・生命技術科学専攻・教授
植物遺伝育種学・

農学博士
教育：ﾊﾞｲｵﾏｽ、研究：ﾊﾞｲｵﾏｽ/ｲﾈ研究

松林　嘉克 ﾏﾂﾊﾞﾔｼ ﾖｼｶﾂ 理学研究科・生命理学専攻・教授
植物分子生理学・

農学博士

教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、
研究：遺伝子/環境応答多様性

皆川　純 ﾐﾅｶﾞﾜ ｼﾞｭﾝ 自然科学研究機構・基礎生物学研究所・教授
植物生理学・

薬学博士
教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：光合成ｼｽﾃﾑ

唯　美津木 ﾀﾀﾞ ﾐﾂﾞｷ 物質科学国際研究センター・教授
触媒表面化学・錯

体化学
理学博士

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：光ﾊｰﾍﾞｽﾄ/次
世代電池

横山　利彦 ﾖｺﾔﾏ ﾄｼﾋｺ 自然科学研究機構・分子科学研究所・教授
物理化学・表面物

性・
理学博士

教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、研究：光合成ｼｽﾃﾑ

和田　信雄 ﾜﾀﾞ　ﾉﾌﾞｵ 理学研究科・物質理学専攻（物理系）・教授
低温物理・工

学博士

運営：理学研究科物質理学専攻（物理系）教務委員、
教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ(ﾘｰﾀﾞｰ)、研究：有機/ﾅﾉ導体
(Ｈ24.10.1 追加）

正岡　重行 ﾏｻｵｶ　ｼｹﾞﾕｷ 自然科学研究機構・分子科学研究所・准教授
金属錯体・人工光

合成
工学博士

教育：ﾅﾉ・ｴﾈﾙｷﾞｰ、研究：人工光合成
(Ｈ25.4.1 追加）

川口　正代司 ｶﾜｸﾞﾁ　ﾏｻﾖｼ 自然科学研究機構・基礎生物学研究所・教授
植物分子生理学・

農学博士

教育：ｼｽﾃﾑﾊﾞｲｵ、
研究：遺伝子/環境応答多様性
(Ｈ26.4.1 追加）

本多　裕之 ﾎﾝﾀﾞ　ﾋﾛﾕｷ 工学研究科・化学・生物工学専攻・教授
生物プロセス工

学・
工学博士

教育：ﾊﾞｲｵﾏｽ、研究：ｹﾑﾊﾞｲｵ/ﾅﾉﾊﾞｲｵ
(Ｈ26.4.1 追加）

（機関名：名古屋大学　類型：複合領域型（環境）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グリーン自然科学国際教育研究プログラム）
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 [公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

【概要】 人類が今日直面する環境やエネルギー問題を恒久的に解決し、持続可能な社会の発展を実
現することは、現代科学に課せられた最も重要な課題である。そして、この難題に対処するための新
しい教育研究システムの構築や、問題解決を担う国際的リーダーの育成は、大学院高等教育に対する
時代の要請といえよう。本リーディング大学院プログラムで展開するグリーン自然科学研究は、悠久
に続く太陽エネルギーを起点とする自然界の物質やエネルギー変換あるいは循環のメカニズムを探
求し、この学術成果を物質創製やシステム生命科学へと応用することによって、安定した物質・エネ
ルギー・食料生産を生み出す科学技術を追求する。具体的には、理学—工学−農学の協力のもと、光合
成の学理を起点とし、基礎から応用に至る 4 つの包括的研究展開「ナノ・エネルギー」、「グリーン物
質変換」、「バイオマス」、「システムバイオ」を実行し、環境問題の解決に資する具体的な成果を求め
る。名古屋大学はこれまで、分子触媒を基軸とした物質創製や分子生物学を基盤としたシステム生命
科学の国際的研究拠点として世界を先導してきた。本プログラムではこのような実績に立脚し、さら
に分子科学研究所や基礎生物学研究所をはじめとする我が国屈指の研究所との密な連携をとりなが
ら、極めて高い国際的な競争力を背景としてグリーン自然科学研究を実行し、これを利用して次世代
を担うリーダー人材を育成する。 
 本プログラムでは、上述の 4 研究展開を柱とする新しい教育システムを導入する。すなわち、各展
開に教育研究プラットホームを設置し、本学・連携機関を代表する最先端プロジェクト研究を実施す
る。産官学および国際連携によって、優れた大学院生を中心にさまざまな研究教育者が集う国際的な
研究教育現場を構築する。大学院生にこのような先端研究を担うに十分な総合専門知識を涵養するた
め、複数の研究科・専攻が協力したコースワークを中心とする融合学理プログラムを設定する。さら
に並列して、研究リテラシー教育やキャリアパス形成のためにリーダーシッププログラムを実施す
る。ここでは、グローバルリーダー英語研修やスキルセミナー、研究室ローテーションなどの研修コ
ースを経て、海外中長期留学や企業インターンシップ研究などの実践コースに進む。大学院生の新し
い総合評価法として 5 Star 評価システムを導入し、切磋琢磨によって大学院生がエリートの位置づけ
を自らが勝ち取る制度をつくる。大学院教育の可視化を図り、これを利用して戦略的なキャリアパス
形成支援を行う。 
グリーン科学の発展は、近未来の社会構造全体に影響を及ぼすことは必至であり、それを踏まえて、

この分野を先導する勇気と才覚をもった人材の育成が求められる。本プログラムでは、「全体を見渡
す科学力と社会性」、「基礎研究から応用成果を引き出す展開力」、「地球規模で活動する国際性」を涵
養し、次世代の環境分野を担う「シーズを産業に育てる企業研究者」、「新発想を学術領域に育てるア
カデミア研究者」、「国際社会で活躍する環境科学コーディネーター・メンター」を育成する。 
【特色】 (1) 大学と産官学研究所連携：本プログラムは、企業や社会の視点を取り込みながら実行さ

れるが、教育にまで踏み込んで連携する外部教育連携機関と、研究に重点をおいて協力する研究連
携機関の役割を区分し、秩序ある大学院自然科学教育を確保するとともに、世界トップを目指す最
先端研究を無理なく両立させる。教育連携機関には、日本を代表する産官学の研究所を選定した。 

(2) 国際性：国際的共同研究や中長期留学によって本プログラムを推進する。また、グリーン分野国
際機関への人材輩出は、本プログラムの重要なミッションとなる。 

(3) 単純選抜より切磋琢磨：リーダー人材育成を旨とする本プログラムであるが、プログラム実行前
の単純な学力審査のみに頼るエリート選抜を忌避し、プログラム内での切磋琢磨によって大学院生
の成長を促し、真に力量あるエリート研究教育者を育成する。 

(4) 女子大学院生の特別育成支援：日本でまだ数少ないトップ女性科学者（ロールモデル）が特別チ
ームを結成し、女子大学院生をトップリーダーとして育成する。 

【優位性】 (1) 優れた研究業績：環境科学の根幹である生命系や化学系などの研究領域において、ノ
ーベル賞受賞研究をはじめ、優れた研究業績を上げている。特に、分子触媒、ナノカーボン、バイ
オイメージング、イネ研究などの分野では自他ともに認める国際的研究拠点となっている。科研費
などの競争的研究資金の獲得も目覚ましく、例えば、若手/女性研究者の登竜門ともいえる「最先端・
次世代研究開発支援プログラム（グリーン/ライフ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ部門）」には 12 名採択されている。 

(2) 優れた教育実績：本グループは、グローバル COE プログラム 2 件、組織的な大学院教育改革推進
プログラム 2 件など、競争的な教育資金の獲得も目覚ましい。これらの活動を通じて、体系的な大
学院講義、英語研修や科学リテラシーセミナーなど、本プログラムの実行に十分な基盤をもつ。 

(3) 優れた国際実績：本グループの専攻は、海外 3 大学と単位互換協定を結んで教育連携しているほ
か、研究室単位の国際共同研究は約 100 件にのぼる。また G30 などの国際教育企画も実行しており、
外国人大学院生や教員も合計 100 名程度在籍し、国際的な教育研究の場がすでに構築されている。 
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[公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 

 

図１ 概念図。本プログラムは、融合学理プログラム、最先端プロジェクト研究およびリーダーシッププログ
ラムの 3 部から構成される。融合学理プログラムでは、１年間の各専攻コースワークの後、４つの融合学理プ
ラットホームのうちのどれか一つに進学し、それぞれの研究に必須となる専門知識を学ぶ理農工融合コースワ
ークに参加する。専門性と総合性を身に着けた大学院生は、連携研究所や企業との共同研究を前提とする最先
端プロジェクト研究に参加する。このような活動と並行して、各学生はリーダーシッププログラムに参加する。
研修コースではスキルセミナーや研究室ローテーションなどが、実践コースでは海外中長期滞在研究やインタ
ーンシップなどが企画されている。統一基準の学位審査と 5 Star学業評価を経て学位を取得した学生は、息の
長いキャリアパス形成支援を受け、国際的リーダーとして巣立っていく。 



「博士課程教育リーディングプログラム」中間評価結果 

 

 

（評価決定後公表） 

機関名 名古屋大学 整理番号 B03 

プログラム名称 グリーン自然科学国際教育研究プログラム 

プログラム責任者 山本 一良 プログラムコーディネーター 阿波賀 邦夫 

（総括評価） 

一部で計画と同等又はそれ以上の取組もみられるものの、計画を下回る取組であり、

本事業の目的を達成するには、助言等を考慮し、一層の努力が必要である。 

 

［コメント］  

本プログラムは学生と教員いずれにも比較的負担が少ない形でプログラムが運営

されており、補助金による支援期間が終了した後にも無理のない形でプログラムが

継続されることが期待できる。 

リーダーを養成する学位プログラムの確立については、コースワークを中心とす

る「融合学理プログラム」と、「リーダーシッププログラム」での研修や競争企画

を適切に組み合わせることでプログラムが体系的に整備され、学生の自主性を重ん

じて「切磋琢磨」を促す競争環境がつくられている。また、e-ポートフォリオによ

って成績評価が可視化されていることなどは評価できる。 

一方、産学官民参画による修了者のグローバルリーダーとしての成長及び活躍の

実現性の観点からは、科学・技術の内部における広い視野のみならず、「グリーン」

を実現・維持するための社会システムなどにまで視野を広げる「俯瞰力」を養い得

るプログラムの提供という点では課題が残されている。また、研究室ローテーショ

ンについては単なる共同研究のための学生派遣とならぬよう、異分野理解を通じて

俯瞰力を養うことに寄与し、本事業にふさわしいものとする手法を検討することも

必要である。更に、「国際力」の強化に資するため、英語で議論する機会を現状よ

りも多く提供することが望まれる。 

グローバルに活躍するリーダーを養成する指導体制の整備については、グローバ

ルリーダーの育成という意味で参画する学生の多くが自らの目標としての「グロー

バルリーダー像」の明確なイメージを持ち得ていないという現状は問題であり、改

善に向けた工夫が求められる。 

優秀な学生の獲得については、広く参画を得て切磋琢磨させることが基本的方針

であるが、他大学出身者を含めて優秀な学生を獲得するための継続的な努力が求め

られる。 

本プログラムの現状は、グローバルリーダーを育てるというよりはグローバルリ

ーダーになるべき学生を選抜するプログラムに留まっているのではないかとの懸念

もある。学生の自主性を重んじつつも、このプログラムを通じてグローバルリーダ

ーとなる「学生を育てる」という教員の意識の醸成とそれに応じたプログラムの改

善が求められる。 
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